






































	 １	 共同性をめぐる問題状況 
	 ２	 研究の目的 
	 ３	 先行研究の検討と研究課題の設定 
	 ４	 研究の方法と論文構成 
 
第Ⅰ章	 教育実践における共同性の原理 
	 第一節	 教育実践の原理としての共同性への接近 
	 	 １	 教育学ならびに隣接諸科学における共同性の位置と意味 
	 	 ２  教育方法学および生活指導論における共同性の位置と意味 
	 	 ３  教育実践における共同性の原理的把握の視点 
	 第二節	 教育実践における共同性の原点としてのペスタロッチー 
	 	 １	 「歴史的ペスタロッチー」への挑戦と共同性の再検討の気運 
	 	 ２	 ペスタロッチー教育方法思想の標語化と偶像化 
	 	 ３	 『リーンハルトとゲルトルート』改訂の試みと教育実践構想の再構築 
	 第三節	 シュタンツ教育実践における共同性の再検討と教育方法の可能性 
	 	 １	 シュタンツ教育実践における「共同体」構想の「発見」 
	 	 ２	 シュタンツ教育実践における共通課題への挑戦 
	 	 ３	 ペスタロッチー教育方法思想における共同性の位置と意味 
 
第Ⅱ章	 教育実践における共同性の創出と「ケア」の展開 
	 第一節	 子どもの生活現実の論理としての「同化」「排除」「忘却」 
	 	 １	 子どもの生活世界の政治化 
	 	 ２	 「自己定義」の収奪 
	 	 ３	 子ども社会における民主主義の文化の創造 
	 第二節	 「子どもの声をきく」ことと「ケアの倫理」 
	 	 １	 「子どもの声をきく」ことと集団づくりの接点 
	 	 ２	 「ケアの倫理」に基づいた社会構想と集団づくり 
	 	 ３	 「悲しみの経験」と集団づくりの課題 
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 第三節	 「言葉を奪われた子ども」と情念の政治 
	 	 １	 「悲しみの経験」を無効化する自己責任論 
	 	 ２	 情念の政治的位置づけとその作用への関心 
	 	 ３	 「自己」を語る言葉と「公共」を語る言葉の接続と生活指導論の課題 
 
第Ⅲ章	 公共性の創出とインクルーシブな社会構築の論理 
	 第一節	 親密圏と公共空間とのあいだ 
	 	 １	 民主主義の実現と「内的複数性」 
	 	 ２	 生活指導論における親密圏と公共空間の位置づけ 
	 	 ３	 実践課題としての共通課題の意識化 
	 第二節	 共通課題の意識化と公共性 
	 	 １	 「悲しみの経験」とその政治性 
	 	 ２	 「否定のなかに肯定をみる」ことと「悲しみの経験」 
	 	 ３	 「悲しみの経験」と共闘的指導 
	 第三節	 インクルーシブな社会構築に向けた個人指導と集団指導の統一的展開 
	 	 １	 子ども社会の現実とインクルーシブな学級への契機 
	 	 ２	 「特別なニーズ」に応答することと個人指導の視点 
	 	 ３	 インクルーシブな社会を形成することと集団指導の視点 
 
第Ⅳ章	 共同性を原理とする実践知の構造 
	 第一節	 共同性と公共性を統一する教育方法の視点 
	 	 １	 差異の承認と「共通課題」の発見 
	 	 ２	 子どもの自立課題と集団の発展課題とを媒介する実践課題の構想 
	 	 ３	 「共に生きうる」社会づくりへの子どもの参加 
	 第二節	 子どもたちの発達・自立の保障と自治の指導 
	 	 １	 子どもを理解することと指導することとのあいだ 
	 	 ２	 実践課題としての幼児期から少年期への発達保障 
	 	 ３	 発達保障としての自治の指導の視点と課題 
	 第三節	 共闘的な「指導－被指導」の関係構築と子ども集団の質的発展 
	 	 １	 子どもの「傷」と少年期の恢復 
	 	 ２	 「指導－被指導」の関係における共感と共闘 
	 	 ３	 「共通課題」の発見と子ども集団の質的発展 
 
第Ⅴ章	 共同性を原理とする教育方法改革の可能性 
	 第一節	 地域で生きる生活者を育てる学校の構想 
	 	 １	 インクルーシブな学級・学校づくりと主体形成論 
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 ２	 インクルーシブな社会を構築する知性の形成 
	 	 ３	 地域で生きる生活者を育てる教育課程編成の視点 
	 第二節	 学校教育と学童保育とのあいだ 
	 	 １	 市場化する「放課後」と子どもの生活 
	 	 ２	 「複数的に生きる」ことと子どもの発達保障 
	 	 ３	 生存権と発達権を保障する拠点としての学校の創造 
	 第三節	 「教育と生活の結合」と「教育と福祉の統一」とのあいだ 
	 	 １	 「生活者」としての子どもの発見と「ケアする－ケアされる」権利の保障 
	 	 ２	 公共空間への参加と共同性 
	 	 ３	 「共に生きうる」社会構築の論理 
 
終章	 本研究のまとめと今後の課題 
	 １	 本研究の到達点 
	 ２	 共同性を原理とする教育方法の可能性 
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